
六
月
四
日
、
有
志
の
方
々
の
お
力
添
え
を
戴
き
、

快
晴
の
も
と
今
年
も
無
事
ヘ
リ
に
よ
る
荷
上
げ

が
行
な
わ
れ
、
七
月
十
七
日
山
開
き
を
待
つ
ば

か
り
と
な
っ
た
。
霊
峰
に
祀
ら
れ
る
当
社
に
と
っ

て
開
山
祭
は
最
も
重
い
儀
式
の
一
つ
。
神
人
奉

仕
の
た
め
に
時
間
を
割
き
わ
ざ
わ
ざ
遠
方
か
ら

駆
け
つ
け
て
下
さ
る
方
も
多
く
、
そ
の
篤
い
信

仰
と
献
身
的
な
ご
奉
仕
に
心
か
ら
感
謝
と
敬
服

の
意
を
表
し
た
い
。
▼
遠
く
関
東
以
西
か
ら
も

山
に
憩
い
や
癒
し
を
求
め
て
登
山
さ
れ
る
団
体

が
目
立
つ
昨
今
、
お
よ
そ
信
仰
と
は
縁
遠
い

方
々
が
「
ブ
ナ
の
巨
木
や
美
し
い
天
然
杉
…
豊

か
な
自
然
が
残
る
素
晴
し
い
山
で
す
ね
」「
本
当

の
頂
に
立
派
な
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
ん
で
す

ね
」
と
口
を
揃
え
て
賞
賛
と
驚
き
の
言
葉
を
残

さ
れ
て
い
く
。
ま
た
男
鹿
半
島
の
夕
陽
や
神
々

し
い
ご
来
光
に
感
動
し
て
登
山
を
恒
例
行
事
と

し
た
青
年
グ
ル
ー
プ
も
あ
る
。
時
代
の
風
潮
に

左
右
さ
れ
ず
、
言
わ
ば
当
社
の
御
神
体
で
あ
る

太
平
山
を
永
く
守
り
抜
い
て
い
く
覚
悟
も
新
た

に
、
今
年
も
奥
宮
奉
仕
を
さ
せ
て
頂
く
所
存
で

あ
る
。

た
く
さ
ん
の
方
々
の
温
か
い
ご
協
力
で
営
ま
れ

る
今
夏
も
、
大
神
さ
ま
の
御
守
護
の
も
と
大
き

な
事
故
災
い
な
く
、
登
拝
が
意
義
深
い
も
の
と

な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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行
事
日
程
は
六
頁
に
ご
ざ
い
ま
す
。
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今
を
去
る
こ
と
百
五
十
年
、
幕
末

維
新
の
動
乱
の
さ
な
か
、
秋
田
藩
で

は
勤
王
か
、
佐
幕
か
で
藩
論
を
二
分

し
て
激
論
が
昂
じ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
中
で
藩
主
佐
竹
氏
の
、
そ
の
祖
は

源
氏
の
嫡
流
で
し
た
。
そ
の
誇
り
を

念
頭
に
藩
論
が
統
一
さ
れ
、
勤
皇
、

即
ち
天
皇
軍
に
組
す
る
大
義
名
分
を

確
立
し
て
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
北
か
ら
南
か
ら
攻
撃
さ
れ

る
羽
目
に
陥
り
、
大
混
乱
と
な
り
、

多
く
の
犠
牲
を
強
い
ら
れ
、
中
で
も

幕
府
親
藩
の
庄
内
軍
は
西
か
ら
、
我

が
秋
田
に
怒
涛
と
な
っ
て
押
し
寄
せ

て
き
ま
し
た
。
四
面
を
敵
に
し
た
秋

田
で
は
総
力
を
挙
げ
て
、
防
衛
に
躍

起
に
な
り
ま
し
た
が
、
次
第
に
各
地

で
戦
局
の
利
を
失
い
、
仙
北
の
境
付

近
ま
で
攻
め
込
ま
れ
、
も
は
や
秋
田

城
を
中
心
に
市
街
戦
は
避
け
ら
れ
な

い
と
誰
も
が
必
死
の
防
衛
手
段
に
夢

中
で
し
た
。
然
も
、
秋
田
城
は
防
塁

な
ど
防
御
施
設
に
弱
点
が
多
く
ま
さ

に
風
前
の
灯
と
な
り
、
守
備
隊
は
も

と
よ
り
全
市
民
は
危
急
存
亡
を
悟
り
、

誰
も
が
乱
軍
を
覚
悟
し
て
夜
を
徹
し

て
戦
闘
準
備
に
懸
命
で
し
た
。

こ
の
時
に
な
っ
て
、
最
前
線
で
は

全
く
の
奇
跡
が
起
こ
り
ま
し
た
。
三

吉
の
大
神
が
身
の
丈
三
メ
ー
ト
ル
余

り
の
偉
丈
夫
と
な
っ
て
、
敵
前
に
立

ち
塞
が
り
、
両
脇
に
大
筒
を
抱
え
、

賊
徒
目
掛
け
て
打
ち
捲
っ
た
。
賊
は

蜘
蛛
の
子
を
散
ら
す
よ
う
に
四
散
し

て
秋
田
軍
は
大
勝
利
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
三
吉
さ
ん
と
は
、

秋
田
の
人
々
の
脳
裏
に
強
烈
に
焼
き

つ
い
て
い
る
守
護
神
な
の
で
す
。
そ

こ
で
人
々
は
遥
に
遠
い
昔
か
ら
、
自

然
が
な
せ
る
無
常
な
激
震
や
、
す
べ

て
の
生
命
の
源
で
も
あ
り
そ
れ
を
育

む
苔
の
水
、
空
気
に
よ
る
思
い
も
よ

ら
な
い
狂
乱
し
た
渦
の
ど
ん
底
に
身

を
沈
め
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
時
誰
も
が
、
ひ
た
す
ら
救

い
の
神
に
縋
り
頼
る
心
そ
れ
が
、
三

吉
の
御
神
霊
だ
と
す
れ
ば
、
門
前
市

を
な
す
参
詣
者
溢
れ
て
、
や
が
て
梵

天
祭
で
ピ
ー
ク
に
達
す
る
の
で
す
。

三
吉
神
杜
で
は
三
吉
節
、
別
名
梵

天
唄
保
存
会
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
唄

は
秋
田
民
謡
の
数
多
い
中
で
も
屈
指

の
唄
で
、
民
謡
家
の
進
藤
義
声
師
を

中
心
に
励
ん
で
い
ま
す
。
三
吉
節
は
、

偉
大
な
三
吉
の
大
神
を
称
え
る
歌
で

あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
め
っ
ぽ
う

声
量
が
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。
従
っ

て
、
境
内
の
要
所
に
マ
イ
ク
や
、
ス

ピ
ー
カ
ー
を
設
え
て
、
多
く
の
会
員

か
ら
も
外
気
に
も
め
げ
な
い
で
大
神

様
に
届
け
と
歌
い
続
け
て
本
人
は
も

と
よ
り
、
参
拝
者
も
一
年
に
渡
っ
て
、

神
様
か
ら
御
利
益
を
与
え
ら
れ
ま
す

よ
う
に
、
し
か
も
、
勇
壮
に
優
雅
さ

も
加
え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
宮
司
さ
ん

が
特
に
ご
配
慮
く
だ
さ
れ
ば
、
市
民

の
幸
せ
が
増
す
事
と
思
わ
れ
ま
す
。

三
吉
さ
ん
の
秋
田
に
溶
け
込
ん
で

い
る
庶
民
的
な
一
面
に
触
れ
ま
す
。

暮
れ
も
押
し
詰
ま
っ
た
、
あ
る
日

の
夕
方
、
居
酒
屋
の
暖
簾
を
く
ぐ
っ

て
、
筋
骨
逞
し
い
見
慣
れ
な
い
大
男

が
ぬ
ー
っ
と
入
っ
て
来
て
、
菅
笠
大

の
盃
を
差
し
出
し
て
主
人
に
酒
を
求

め
た
。
主
人
は
適
宜
に
注
い
だ
ら
、

も
っ
と
多
く
と
促
さ
れ
て
、
注
い
だ

酒
は
三
升
に
な
っ
た
。
そ
し
て
片
手

で
軽
々
と
口
に
運
ん
で
一
気
に
た
め

ら
わ
ず
飲
み
干
し
て
、
ど
こ
と
も
な

く
立
ち
去
り
ま
し
た
。
同
席
し
た

人
々
は
異
口
同
音
に
あ
れ
は
三
吉
の

神
様
の
化
身
だ
と
さ
さ
や
き
合
い
ま

し
た
が
、
誰
も
疑
い
を
挟
み
ま
せ
ん

で
し
た
。

御
神
霊
よ
　

永
遠
な
れ�

責
任
役
員
　

利
　
部
　
秀
　
夫�

責
任
役
員
随
想�
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新
年
度
に
九
名
を
中
学
校
に
送
り

出
し
た
神
武
館
は
、
新
し
い
仲
間
も

加
わ
り
日
々
熱
心
に
稽
古
に
打
ち
込

ん
で
お
り
ま
す
。
今
年
度
の
成
績
は

四
月
十
七
日

市
民
剣
道
大
会
で
三
位

四
月
十
八
日

飛
鷺
旗
争
奪
少
年
剣
道
大
会
で
は
　

五
連
覇
な
ら
ず
、
惜
し
く
も
準
優
勝

五
月
十
六
日

秋
田
県
少
年
剣
道
錬
成
大
会
で
は
　

優
良
賞
を
戴
い
て
、
七
月
に
日
本

武
道
館
で
行
わ
れ
る
、
全
国
大
会

の
キ
ッ
プ
を
手
に
し
ま
し
た
。

現
在
は
広
面
小
、
九
名
。
桜
小
、

三
名
。
仁
井
田
小
、
三
名
。
中
通
小
、

二
名
。
寺
内
小
、、
山
谷
小
、
御
所
野

小
、
旭
川
小
、
秋
大
附
小
、
横
手
南

小
、
大
曲
花
館
小
が
そ
れ
ぞ
れ
一
名

づ
つ
で
か
な
り
広
範
囲
に
門
下
生
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

礼
節
を
重
ん
じ
、
自
己
表
現
の
で

き
る
明
る
く
元
気
な
子
供
達
を
育
成

す
る
事
を
目
標
に
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
門
下
生
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
是
非
一
度
見
学
に
お
い
で
下
さ

い
。

○
指
導
者
　
佐
藤
五
郎
先
生
　
七
段

和
田
満
春
先
生
　
七
段

菅
野
正
直
先
生
　
六
段

根
田
芳
弘
先
生
　
六
段

○
稽
古
日
　
毎
週
火
、
水
、
金
、
土

午
後
四
時
半
か
ら
七
時
迄

○
月
　
謝
　
四
○
○
○
円
と

父
母
会
費
一
○
○
○
円

○
対
　
象
　
幼
稚
園
か
ら
大
人
ま
で

尚
土
曜
日
は
六
時
か
ら
大
人
や
中

高
生
の
方
々
と
合
同
稽
古
も
ご
ざ
い

ま
す
。
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門
下
生
募
集
中
！！
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神
武
館
だ
よ
り�

奥
宮
登
拝
（
六
月
十
二
日
）

ヘ
リ
に
よ
る
約
三
ｔ
の
燃
料
・

物
資
の
荷
上
げ
が
多
く
の
方
々

の
ご
助
勢
に
よ
り
無
事
終
了
し

ま
し
た
。

ＪＲ秋田支社秋田車両センター

水
野
鉄
也
氏
を
中
心
に
五
十
名

の
方
々
よ
り
清
掃
奉
仕
を
行
っ
て

戴
き
ま
し
た
。

奥
宮
荷
上
げ
（
六
月
四
日
）

第
三
十
回
清
掃
登
山（
五
月
二
十
五
日
）



恒
例
の
大
祭
に
権
祢
宜
長
岡
孝

康
・
三
吉
節
保
存
会
五
名
が
参
列
。

雲
海
の
上
に
顔
を
出
す
神
々
し
い

朝
日
。

平成16年６月17日　　　　　 103 号　　　　　　　　　　　　　�

追　　悼
○札幌市太平山三吉神社宮司

丹羽透涯氏
（１月９日ご逝去　享年81歳）

○宣　布　司　斎藤冬野氏
（５月14日ご逝去　享年82歳）

永年賜りましたご崇敬とお力添え
に深く感謝申し上げますと共に心より
ご冥福をお祈り申し上げます。

奉
納
者
ご
芳
名

一
、
奥
宮
用
ラ
ン
タ
ン
　
八
個

能
代
市
　
加
賀
谷
真
大
巨
殿

社
頭
の
八
重
桜
が
満
開
の
も
と
、

多
く
の
参
列
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。当　日　祭 宵　宮　祭

六
月
初
旬
ア
ヤ
メ
坂
の
ヒ
メ
シ
ャ

ガ
（
別
名
ダ
ケ
ア
ヤ
メ
）
が
満
開
を

迎
え
ま
し
た
。

快
晴
の
も
と
能
代
市
人
幡
神
社
参
拝

を
中
心
に
楽
し
く
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
奥
宮
用
冷
却
器

秋
田
市
㈱
菅
生
商
店

菅
生
ス
エ
子
殿

太
平
山
御
来
光

札
幌
三
吉
神
社
大
祭
（
五
月
十
五
日
）

ヒ
メ
シ
ャ
ガ
満
開

春
季
例
祭
（
五
月
七
日
・
八
日
）

第
三
十
一
回
講
社
旅
行（
五
月
二
十
八
日
）



第第第第44441111回回回回｢｢｢｢太太太太平平平平山山山山にににに登登登登ろろろろうううう会会会会｣｣｣｣ののののごごごご案案案案内内内内
秋田市のシンボルであり、古くから霊峰として崇敬を集める《太平山》に登ることを目的とします。

当会は山岳会員と神社職員が同行案内しますので、山登りの経験のない方でも安心してご参加頂けます。

是非、お仲間同士お誘い合わせの上ご参加下さい。（おひとりのご参加も大歓迎です）

記

・日　時 平成16年７月25日�～26日�（１泊２日）

・参加費 9,500円（宿泊・交通費、保険料、初穂料、食事代・記念写真代等一切を含みます）

・申込み ７月18日�までに電話（係：菅野）または来社の上お申込下さい

・持参品 着替え､雨具､懐中電灯､飲料（ミニペットボトルが便利）、その他各自必要品。

・服　装 登山や山の天候に適した服装。（手荷物は持たないように）

・集　合 午前11時　里宮（昼食を済ませてからお越し下さい。）

・登山路 旭又（仁別）コース往復

・日　程 （時刻はあくまで目安の時間となります）

里宮　11：50集合　安全祈願後出発→旭又キャンプ場（12：30）→御滝神社→御手洗（みたらし･冷たい
湧水･ブナ林）→太平山山頂（16:30頃）祈願祭の後夕食直会　【山頂山小屋 泊】

（朝拝行事･朝食）→御手洗→御滝神社→旭又→里宮（11：30）昼食後解散
※ご来光（朝日）を拝みます
※山頂からの絶景のパノラマや男鹿半島を臨む夕陽・満天の星空をお楽しみ下さい
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夏
越
の
大
祓
式
の
ご
案
内

当
神
社
で
は
恒
例
に
よ
り
六
月
三
十
日
（水）
午
後
三
時
よ
り
『
夏
越
の
大
祓
式
』

を
斎
行
致
し
ま
す
。

こ
の
神
事
は
、
日
常
の
生
活
に
お
い
て
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に
犯
し
た
罪
や

穢
れ
を
、
形
代
（
か
た
し
ろ
）
に
託
し
、
茅
の
輪
を
く
ぐ
る
こ
と
で
祓
い
清
め
、

残
る
月
日
を
心
身
と
も
に
清
々
し
く
過
ご
す
こ
と
を
祈
る
も
の
で
す
。

是
非
、
ご
参
列
の
上
、
ご
家
族
皆
様
の
ご
健
康
・
ご
繁
栄
を
祈
念
さ
れ
ま
す

よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

《
形
代
で
の
お
祓
い
の
し
か
た
》

一
、
ま
ず
、
形
代
に
そ
れ
ぞ
れ
ご
家
族
の
氏
名
・
生
年
月
日
を
お
書
き
下
さ
い
。

二
、
形
代
で
自
体
を
撫
で
清
め
ま
す
。
特
に
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
具
合
の
悪
い

所
を
入
念
に
お
祓
い
下
さ
い
。

三
、
次
に
形
代
を
両
手
で
持
ち
、
大
き
く
三
度
息
を
吹
き
か
け
て
下
さ
い
。

●
形
代
は
神
社
に
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
必
要
数
を
ご
連
絡
下
さ
い
。

（
係
　
佐
々
木
）

●
以
上
を
行
っ
た
後
、
ご
家
族
の
分
を
ま
と
め
て
当
日
ご
持
参
下
さ
い
。

尚
、
ご
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、
随
時
ご
持
参
又
は
ご
郵
送
下
さ
れ
ば
三
十

日
当
日
神
事
ご
奉
仕
の
上
、
ご
神
符
を
お
送
り
致
し
ま
す
。

以
上

水
無
月
の

な
ご
し
の
祓
す
る
人
は

千
歳
の
命
延
ぶ
と
い
ふ
な
り

芽
の
輪
神
事

六
月
三
十
日
（
水
）

午
後
三
時
斎
行

《7/25�》

《7/26�》
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ご
神
体
を
奥
宮
へ
お
遷
し
す
る
重
儀
「
開
山
祭
」
が
左
記
に
よ
り
斎

行
さ
れ
ま
す
。
山
頂
ま
で
の
神
人
奉
仕
、
及
び
多
数
の
方
の
ご
参
列
を

賜
わ
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

記

日
　
時
　
　
平
成
十
六
年
七
月
十
七
日
U

午
前
十
時

於
　
　
　
里
宮
拝
殿
（
直
会
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
）

こ
の
祭
儀
は
古
式
に
則
り
、
里
宮
で
の
神
事
の
後
、
神
人
奉
仕
の
方
々

に
よ
り
ご
神
体
を
太
平
山
山
頂
奥
宮
に
ご
遷
御
申
し
上
げ
ま
す
。
山
頂
到

着
後
、
奥
宮
に
て
奉
告
祭
を
斎
行
致
し
ま
す
。

○
ご
参
列
人
数
・
神
人
奉
仕
者
数
・
斎
館
宿
泊
者
数
に
つ
い
て
、
七
月
十

日
ま
で
に
係
　
佐
々
木
ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。

《
神
人
奉
仕
を
さ
れ
る
方
々
へ
》

神
人
の
方
々
に
は
、
以
下
の
点
を
厳
守
の
上
、
ご
参
加
下
さ
い
。

○
行
者
服
ま
た
は
白
い
服
を
身
に
つ
け
る
こ
と
。

○
身
辺
に
不
浄
の
な
い
こ
と
。（
喪
中
な
ど
）

○
精
進
潔
斎
に
努
め
る
こ
と
。（
三
日
前
よ
り
四
足
の
肉
や
酒
な
ど
を
控

え
る
）

○
道
中
は
ご
神
体
を
先
頭
に
し
て
登
拝
の
こ
と
。（
み
だ
り
に
早
く
登
拝
し
な

い
こ
と
）

奥
宮
で
の
神
事
終
了
後
、
直
会
を
行
い
ま
す
。

神
人
と
同
行
せ
ず
、
別
途
登
拝
予
定
の
方
も
、
必
ず
ご
連
絡
下
さ
い
。

平
成
十
六
年
度
開
山
祭
の
ご
案
内

平
成
十
六
年
度
開
山
祭
の
ご
案
内�
平
成
十
六
年
度
開
山
祭
の
ご
案
内�

８月８日（日） 午前10時 講　　 社　　 祭 各地の太平山講中、三吉講中が参集します

９月17日（金） 午前10時 閉　　 山　　 祭 ご神体を奥宮より里宮へお遷しする重要な神事

10月１日（金） 午前11時 印 章 供 養 祭 感謝を込めて印鑑を供養するお祭

10月15日（金） 午前11時 人 形 感 謝 祭
愛着ある人形に感謝を込めてお焚き上げする神事
（人形は10月1日よりお預かり致します）

10月16日（土） 午後６時 秋季例大祭宵宮祭 一年の恵みに感謝する秋の例大祭

多くの参詣者で賑わいます10月17日（日） 午前11時 秋季例大祭当日祭

11月中旬 大麻守札頒布式 翌年度お祀りするお札･お守りを祓い清める神事

11月23日（火） 午前10時 新　　 嘗　　 祭 五穀の収穫に感謝する祭典

12月13日（月） 午前10時 煤　払　い　式 境内建物のすすを払う年末恒例行事

12月31日（金） 午後２時 師 走 の 大 祓 式
清々しく新年を迎えられるように、一年の罪
けがれを祓い清める神事

※毎月８日・17日は月次祭（午前10時）がございます。
※各祭典ともどなたでもご参列頂けます。お気軽にお問い合わせ下さい。

＊平成16年　下半期・行事予定（8月以降）＊


